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横浜・川崎港湾地区における住家性ネズミ類の内部

寄生嬬虫類,特忙広東住血線虫の調査研究

1969

横浜川崎港湾地区における住家性ネズミ類の内部寄

生蛾虫類の朋査は糸リなく,ただ徳地(1怖9)の調査

があるに過ぎなV、,従来広東住血線虫 ANgm甜m,1g)h"

α則io,ル加i$け,太平洋詫'島,台i蛮,来南アヅアより吏

にマダガスカル烏にかけて広汎な熱帯,耶熱帯地城に分

布するものとされ,この地域より多數の報告がある,最

近は,好酸球性航悦脳炎 Eosinophilic meningoe伽e・

1)1徐ⅡtiS が本線虫に起囚するものであることが確実視さ

れ,注目をあびるようにな0た.口本では, N玲11imU皿

W "1,(1964)および Nishim"撒(196')による沖細本

烏,宮古島,石垣島および西麦島の諸鳥のドプネズミお

よびクマネズミから本種を検出した報告がみられる.し

かし日本本士では川島ら(1965)が奄美火島で,神谷ら

(1968)が奄美大島本島,、1i論島で広汎な検黙を行つた

にも拘わらず,本種は,見出されていなV.ただ火林・

折練(1968)が牝幌市内のドプネズミ1頭から,本種を

強出し,割を告しているに逓ぎなV.

今回横浜川崎港湾地区の陸域および船舶より捕獲のネ

ズミ類の内部寄生蛇虫類の調査を行う機会が得られ,陸

城で捕獲のドブネズミより本種を検出したので報告ナ

^.

材料およぴ方法

陸城でのネズミ類は1967年1υ]より19能年71ほで横

浜,川崎港湾地区で横浜検疫所が抵ぽ毎月定期的に介

肺,工場等で捕1裂器により捕獲したもので,外部寄生虫

を渕査の後,開腹し10%ホルやりンオくに浸しておし、た材

料である.朋査範閉は Fig,1 にみられるように横浜

(C_ D.1D の3 地区, j1仙奇(A. B)の2 地区,計5 個
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所であった船舶からのネズミ却は,このⅢ!外航貨物肌

則1の朋内で1〒酸ガスくノ蒸を行って集めたネズミ類を対

象とした桧査はⅢi,肝心."よL卜鵬"を1搦いて成虫を

検川゛るノj r'腔内生使による虫卵検査も併せ行
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検査成績

本闘査では広東住血線虫の検川をi水的としたが他

の内部寄生就虫類も検出オ'.検査したネズミ類は陸
」或ではドブ才ス' kd/hi、',"り・.ιgh,1ハ・ 161珂i,肌ゑ1"j、]

ではクマネスミ R"/h゛.ゞ,'"/ihI 7 1!,ドブネズミ 22頭

ハツカネズミ'UNS "則黛,"1"S 9頭,の 21"3 郁であっ
た
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広東住血線Ⅱけよび他のノヅ州,"生 C山類の寄乍の有無
を地K別,何嘆 十1゛jr」こパナ、1'11ble 1 のよ,1一なJ ,

,腔城一ま線虫6 制;,条」!3 肌',+9 新,寔油H内ては

線虫 1 神,条虫 2 斯,'敢虫 1 緜の,;・7 郁ブ.検1Ⅱれ
た.

Ii{j札1主1Ⅱι圭泉!11.1,1gi03'/J'0/1q、,/il"ι1/1/イリ」ι,h'ヅ'ゞ: 1実小
状況は Table 1 に小とよ.に 1967ι1.1リ"1Ⅷ奇,地にの
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介峨内で割牙雙のドブネズミ節頭小 1卿邸.9%)に,ま

た1怖S年υ・1,織浜C地Kのiル能より姉獲の21頭小2頸

9.3%)の2仙所に検1.Ⅱされた,虫体はネズミの川唖城爪

より雄 1 珂i(1,2゜6)、雌 2 ν真化.506)の計3 頭U ,80。)に

検川された.寄'1{虫体数は T北102 に示tよ,に川岫A

」也1バのドプネズミからは,訂針戊虫 1,幽師戈虫]の計2N

横浜Cj也1くのドブネズミから,よそれぞれ挫成虫:}雌h戈
虫8 の'1'11匹,および雄成虫 1 雌成3 の'ル 1 匹で ま

た肱便より多数の第1期幼虫が検川された検出された

山休の計批"m士 T.1)10 3 に示した挑成虫は 31ルJh如1

L体長 21、20 コ3.20"un.体市,1 36 0 ιlmm で動端

部は浅いご佃の隆起が仰かにみわれ,口腔は非補に浅

くナに食道1、速ている.食道は幌棒状でその妾さ

は0.31mm で,体豊の約 1.・190にあたりそれに11"簀が

[<(PI.oh剛 3 & 6).交接叩11は比゛立的畏く 1 S I.4

mm で体長の約 3.9・0にあたり,剛1交な横条を呉え収'は

,、V.交接洲は小さレ Phot0 8).劇訂攻虫は先全な虫

イ:2 匹を,什測した.雄成虫より大きく,1本1ι,32.51mm

36.16 mm 皐ノd4令^10.51mm で体はコイル状にⅢ1り ,

上体内脇管は血波を允満し,ラセン状に巻かれ特異な形
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'rable 2 Number of Aナ1"ioS11'0円g、'ι"$ ια1リ0Nι"sis {ourld

LocalitY

Ka、、'asaki A area

Yokohnma c area

Yokohama c arca

Specles

Rah"S

,」0,マ'eg1ι"S

R"ihが

1101先τ'gl"1is

RUUN$

π01マ'cg1ι"ゞ

Rat

Sex

nlale

Table 3

Weight

Body ]e11g【h

Bod}, widt11 (at 、Yidest paro

Oesophagus kngt11

SpicU1山

Body leΠ弐dl

'.←0-・ーー0fe111nle・ oes01)11agus lengt!1

1、-0叩0阿一"Anus (from l)osterior end)

21.20 23.20

0.36-0.41

0.31

1.18-1.46

32.51,36.46
0、51

0.36,0.41
0,25,0 21
0.05

rnale

Aurhor

froln Pulmonary arteries of parasitized rat5

102g

NO.0{ A.ιaπ10財Cπ工6

male female total

2

A compaTlson of the si乞e of "1,1'が0'h'0πgJ,1"N α1,1i011ιリ1"S
repotιed by t11e diHeTetlt authors

Localitv

female

113

97g

3

(mm)

NiS111mura
ei '1ι.

a964)

Inomote・jima,
Okina、vn

熊を示してし、る(poto 、1).陰門は肌円に近く横裂状を

呈して開口し,足端より,それぞれ0.21,0.25mm,足

端よリ体長の約 0.フ%の所に位促する.1杠門は尾端より

0.05mm の位f性にあり,足墹は鈍端に熱る(phot07).

虫体外に枅11,1された虫卵ば卵擬薄く火きさ平均 0.074X

0.0如mmであつた.また鳴腔内にみられる第リ切幼虫

は足端に特徴を持ち平均体長 0.276mmであつた(photo

5 ).

1

8

3

Other

16、18

0.25

0.28-0.3

1.15

17-18

0.3

H

261

Obayashi &
Orihara

a968)

Snpporo city

Sh'011g、、,ioiι1ι',,"iii

Specles

4

Sh'ONg〕'ioid',s r"ili

found

22 6 23.2

0.41

0,29,0.3

1.06,1.20

32 5

0.66

0.31

0' 20

0.05

Sh'0円g〕,/oiι立,I J"111i

Bhaibulaγι1
(1968)

Brisba11e clty,
Australia

0.25

0.06

トb010 1

P110t0 ヱ

Ph010 3

PI)ot0 4

Phot0 5

Phot0 6

Ph010 7

1門10r0 8

Explanation of photos

、、、ornl i11 Pult,1011aτ丁 aTtery of luilg (× 2.6)

にS5UC 5ピCti011 0f lung, S11U、、'i訂g l;、'orm in arlct丁 and sho、ving 5e客menli11裂 Ova

入'1a】e 、、.orn)5 × 2,6)(scnle in mm)

1'emale l、'orm5 ×2.6

Ist stage 111rvn in feces X 4{川

Antcrior e11d of "玲le X 150

Lateral Yie、、' of (臼11111e l)osterioT end (× 15の

Lnteral 、'ic、、, of ma】e l)oslcrior e11d (× 150)

0: oes01〕hn客US, 1: 1nlestinc, S: spicule 、;: VUI、'a, A: Anus

12.07 27.69

0.2 -0.37

0.22-0.33

1.0 -1.46

14.91-34.08

0,24-0.48

0.22-0.42

0.15-0.31

0'02-0.08

Prese"t
author5

(196鋤
Harbor nreas
Yok01,社1"a an
Ka、vasaki

(而)

本虫体が寄生ナる肺の病変をみるに肉眼的には若しく

腫大し,健常部との境界が捌脈な巣状の硬結として認め

られ,比較的大きレ、血臂は拡弧し,その中に雄雌虫力二か

らむようにして寄生して〒、た(1小ot l).またその部の

組織切片を作成し,型の凱1く HematoNylin・E05in 染色

を施し,組織学的に見ると虫体の存在する動脈壁の内膜

は線継性に肥厚し肺胞内には巣状に群在する虫卵および

騨化し発青する幼虫の断面像が多数見られ,好酸球,リ



ンパ球の浸潤を件つてし、る像もみとめられた(phot02)・

本虫体は以上の如K形態学的にもまた計測値に北γて

も1者家 Ni5him゛Ta d α1.0舗4),大朴・折1東(1968),

Bhaib゛1aya (196釘, Mak.,m5 & snodar5 1955,お

よび Skr上lbin (196D 等の成績の範囲内にあり,

JいgioS11・ohg、・/1i,ゞ aUリ0,」'リ1メ心(C11en,1935) Doug11Crιy.
19嗣と同定した.

入'1つ,osh・0吋"Y1ⅡS hJ'"si/iιリ1'ヅS ('「鳳νnssos,191D

本種は一般にみられる種類で,陸城ではドブネズミ雌

35頭(42.206),雌28頭(3'1.696)の引・63頭 38.4゜0 に

検出された.しかも肌舶内ではではドプネズミとハツカ

ネズミからは検IHされず僅かにクマネズミ2頭(2.8%)

に検出されただけであつた.

Sh・ohgYlokl"πli/i sandgrund,1925

本種は一般にみられる種類で陸城ではドプネズミ雄20

頭(24.1%),雌19頭(23.596)の計39顧(23.896)に

検山された.しかし般舶内ではドブネズミとハツカネズ

ミからは検出されず僅かにクマネズミ2頭化.8%)に

検出されただけであつた.

1-1JリheJI0/ιP6 dh,Ⅱ'/1川'!(RudolP11i,1819) Blanchard,
1819:

本種も一般にみられる種で,陸域ではドプネズミ雄15

頭(18.1%),雌20頭(24.796)の引35顕(21.396に)検川

された.船舶ではこの種はドプネズミ 3頭(13.6%),

クマネズミ 30頭('10'59。),,、ツカネズミ'1 頭(44.d96)

から検出された.木種は船舶内ではクマネズミ,ハツカ

ネズミにドブネズミより高い検出率が得られた.

その他陸城のドブネズミからは肝より, C叩"1'U'ル

/1ιY)'リiι・'ι, C),sh"τ," h' jhNιh,1ι11'i凡 11L}材:カ、モ)虫1ι虫掘i,

1'1・iι・h",・is lh",・is,1ムリJルリ10んψiメ"d村"カミ検出され,丸n

庭自でjr「・より CJ吋h'ιι1・C"S /asd01",'iN,11!,"〒より TI'icl」1n'i.ゞ

川川・i.、,螂虫類,劃」頭虫の一種を検1Ⅱした.鉤頭虫は陸城

のドブネズミからは検出されなかつた.

かけて熱帯, N熱帯のネズミ類に広く分布ナる線虫であ

り人獣共通の窃生虫として一般の注目を浴びるようにな

D,本種の巾問宿主とみなされる嘘産の貝類,ナメクジ

などからその幼虫がヒトに侵入し,所謂幼線虫彩行症

Iarva1 ΠematodiasiS のーーコとして' Alicala (1965)も絶、

説で述べてVるように,その病俳が確実視され,好酸球

性做1剣描炎 eosinoP11ilic mcni"goencep、alitiS を惹起

ナる線虫の一種である.

日本にお、、ては先に Ni5、imⅢa ei di.(196・D によ

る西表島のドブネズミ,国冉・西村(Ⅱ再5)による沖繩

木島のクマネズミ, Nishim0凱(1怖6)による沖繩本島,

宮古島,石垣島および西表島の諾島のドブネズミ,クマ

ネミから成虫が検出され,更に宮古島,石垣島および西

麦島より採集の本極の中間宿主とみなされるアシヒダナ

メクジ,又沖繩本島および宮古島に普通にみられるアフ

リカマイマイから第Ⅲ期幼虫(感染幼虫)をも検出して

トる.しかし日本本士では,川島ら(1怖5)が奄美大島

宏,纈市内で,また神谷ら(1怖8)が奄美火島南部の古仁

屋,および」j.論島で広汎にわたる本極闘査にも拘らず成

虫は検出されていない.また奄美大島に士着しているア

フりカマイマイからもその幼虫は検出されてVない.た

だ本土では大林.折原(1968)が札幌市内のドブネズミ

1頭から木郡を検出L報告しているに過ぎなV.

本来熱粥,也方に多い本極が東南アジアカ面からの外国

航路船の多いこの横浜,川崎港湾地区の陸城の2個所で

3頭のドブネズミから検出された.そのことは本土への

侵入の可能性が十分考えられるわけで興味深い.また本

種の本土での定着性の問題も佳家性ネズミからの調査と

典に,その中間衍主の調査も疫学上重要な意義を持0も

のと思われ,今後の調査にまちたい.

横浜川W奇港湾地区における住家性ネズミ類の内部嵜生

凱;虫頴の羽査隷告は最近では,徳地(1959)の報告があ

るに過ぎ十,また横浜市内でも相峪ら a968)が調査し

、るに過ぎなV
^,

、..

今回の調査で陸城で姉獲のドブネズミ3頭に2仙所で

升1!患0り1こ 1〕,また 1{・i興Ⅱ値力、らも.'1Ⅱgiosb'ONgj'1"s aul・

i仙ω加'と同定できる虫体を検出した.本来,本線虫は

太平洋諸鳥,東南アジアから,さらにマダガスカル島に

まとめ

考 察

19釘年11月より1968年7j1の9 力月岡に讃浜,川崎港

湾地区に松いて陸域および外国航路船舶内での捕獲のネ

ズミ類にOVてその内部寄生蛸虫類の闘査を行し'汰の結

果が得られた.

1,陸域で抽獲のネズミ類は,ドプネズミ 1種で 16'1

頭(雄脚,雌81),船舶では捕纓のネズミ無は,ドプネ

ズミ22頭(雄1」,雌ID ,クやネズミフ.1頭(雄ι5,雌29),

ハッカネズミ 9頭(雄5,雌、1)の3 種であつた

2.陸域でドプネズミ3頭( 1.8%)の肺動脈より推

5匹,雌12匹,計17匹の線山を得,検討の献巣,広東住

血線虫 A゛1giosil'ONgYhiN ι'UI/0,ルリ1Nis (C11en,1933),



Doughcrty.]9,16七同定した.船舶からは検出されなか

つiこ.

3.検山された蛾虫麺は睦城では,線虫6 孤 A,1X血・

゛'il'0,11ι、・11ts ""1」10/1'リ1SIS、 i＼'1i)1JOSIJ'0,1gJ'iⅡバι11'ι,.ゞ1/1'リ1g.ゞ.

S,1・ONU、・10k1べ J・"11i 7'゛'i" 1ⅡU'iS ノⅡm'iゞ C'ψiil'υ、ia /1イΥ〕"・
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A SURVEY OF PARAS111C HELMINTHS, ESPECIALLY ANGIOSTR0八TC}'ιυS

C.1入'1τ)入'ENSIS CHEN,1935 DOUGHERTY,1946 FROM HOUSE

RODENTS IN THE HARBOR SIDE AREAS AND OVERSEAS

SHIPS OF YOKOHAMA AND KA、VASAKI

EITARO HORI、 KEN」1 MIYAMOTO

1)'少αrhNιリ1i oj 入1ι,diι'al zo010gY,11)た10 λIcdiι01'uld DeN1α1 υnirιJ'sil、、',11」ιJ'0

OSAMU IKEDA. HISAO ABE AXD HIROSHI NAKASA、ん;A

)"0ι0/1a,吋a Ω"'UYnlthle sl"1io",}'0ι0/1d"1", Ja,α,1

A SUい'ey of parasitiC 11elmin血5 fTom 110use Todents 、uas lnade in t11e harbor side areas

丑Πd o、,erseas ships of Yokohama and Ka、、'asaki duri『1g the peTiod from November ]967 to july

1968, and obtained t11e f0110wing results :

1. one hundred and silty four Ra11"S 110rl.egiais in the l、rabor 5ide areas aTld l05

rodentS 22 RdihιS 110J';・egi"Ⅱ工,74 Rafhil raih's aild 9 '1116 "1"saii1ιS in overseas shiP5 、、'ere

examined. Three of 164 Ra/hιS π0゛π.'giι"S I.8゜0 智ere parasitized wit11 ANgiosb'ONg、、,h6 ι"1,10・

,」ι,1Sis in the 】1arbor side areιIS. 1n the aboue three ra心, tota11ed 17 WormS 5 males and 12

females w・eTe found from pulmonary 皐rteries. No infection 、υ乳S foU口d from R"1h'S 110π'egichs,

1て"i11ιS I""11its aTld .、1"S ,N"Sι1'ιNs couected i訂 OverseaS 511iP5.

Finding of this parasite in the 11乳rbot areas in very inreTesting and important ftom the

Standpoint of epidemi010gy.

0、 other pRrasitic helminths c0Ⅱected from the5e rodents 、、,ere aⅡ Common specie5 a5

f0ⅡOW5:入'i,,0゛'11・0/1gY11ιS ι1,'ιIsiιi'リι'is, sb'0,ιg'、,10iιICS J'α11i, C",iliι1,'ia /1e,'ιliαι,1'J'iιIUι1'is ?゛11U'6,

SY/ナノ1ι女'id sp.、 CI、・'/i'、er'、".ゞ/'ιS'1わ1αJ'is,11〕り"e"01ι,b dh,1hια1α,11}り"e円ole/)6,1"11α and 〕10IN'1i・

ノ゛0/'/J゛is sp.


